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１ 現状把握のための総括表について 4
01　市の上下水道事業の現状分析

各検討項目ごとに春日部市の上下水道事業の現状分析を行った。

➀コメント・評価、➁対応レベル、➂対応時期、④対応方針、➄PPP/PFIによる対応策、
➅対応の業務分類、⑦PPP/PFIによる対応の可否について整理を行った。

➀コメント・評価 中項目毎に現状把握、評価PI、将来見込みを踏まえ、春日部市の現状を評価

➁対応レベル

A：発注者にとって対応が必要である項目のうち、最も重視すべき
　　「最重要対応」項目

B：発注者にとって対応が必要である「要対応」項目

C：対応の優先度が低い又は対応が不要な項目

③対応時期

直近 　：1，2年以内

短期　 ：3～5年内程度

中長期：6年程度以上又は時期が未定

➃対応方針 春日部市新水道事業ビジョン（経営戦略）、春日部市下水道事業経営戦略、等による対
応方策、または、想定される対応方策

➄PPP/PFIによる対応策 「水の官民連携」での対応策

➅対応の業務分類 「維持管理」、「設計・建設」、「営業」、「管理」、「経営・計画」の5つの業務大分類に整理

⑦PPP/PFIによる対応の可否 「水の官民連携」によって対応することを検討するものに「○」

参考)水道事業における官民連携に関する手引き（改訂版）/令和6年3月/厚生労働省健康・生活衛生局水道課
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02　現状把握のための総括表

　　別紙にて解説　　

現状把握のための総括表について
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03　導入後の業務区分イメージ
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業務の目的事業プロセス２
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２ 事業プロセス 8

01　「水の官民連携」導入のポイント

① 導入可能性調査の実施

② 事業者募集

③ 事業者選定

④ 事業開始

第3回審査会（導入可否判断） point１ R9年1月21日

実施方針（案）等の公表

実施方針等の公表

債務負担行為の設定（議決）

入札公告 point２ R10年3月末まで

プロポーザルの実施

事業契約締結

point３ R11年4月

・下水道交付金要件

事業開始（予定）

引継ぎ期間

要求水準書、実施方針/募集要領、選定基準書類、契約書関係含む・・・

要求水準書（案）、実施方針/募集要領（案）含む
競争的対話による官民の擦り合わせの実施

・・・

※PFI法に基づき手続きを進めた場合のスケジュール案であり、
今後変更となる可能性があります。


